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　 1． 大学生健診尿糖陽性者の耐糖能とその対応に関
する検討
齋藤佳子（千大・総合安全衛生管理機構）
　2007～2013年度の千葉大学健診で尿糖陽性を指摘さ
れた学生に，精査のため大学病院受診を勧奨し，75g
経口糖負荷試験（OGTT）を行い耐糖能を評価した。
約19%に耐糖能異常が疑われ，経過中に 1型糖尿病の
発症を 2人認めた。
　 2． 学部新入生への第 4期麻しん風しん定期接種に
関するアンケート調査
潤間励子，齋藤佳子，吉田智子
今井千恵，土屋美香，千勝浩美
鍋田満代，齊川郁子，生稲直美
藤本浩司，大渓俊幸，今関文夫
（千大・総合安全衛生管理機構）
　2008－2012年度の 5年間行われた第 4期麻しん風し
ん定期接種について，本学学部新入生のアンケート調
査をもとに，その効果と今後の展望について考察した。
　 3． 特定健診受診者におけるメタボリック症候群へ
の進行予測因子の検討
今関文夫，潤間励子，齋藤佳子　
藤本浩司，吉田智子，生稲直美　
齊川郁子，今井千恵，鍋田満代　
千勝浩美，土屋美香，岩倉かおり
大渓俊幸　　　　　　　　　　　
（千大・総合安全衛生管理機構）
　2008年の特定健診でメタボ予備群と考えられた千葉
大学の男性教職員90名の中で，2012年にメタボに進行
していた21名は中性脂肪が有意に高値で，メタボ進行
予測因子と考えられた。
　 4． 脳画像を臨床応用するための試み
大渓俊幸（千大・総合安全衛生管理機構）
　精神疾患に見られる脳構造や脳機能の特徴を臨床応
用する試みとして，大脳皮質厚，体積，脳機能を検討
する研究を行った。統合失調症では前頭部から側頭部
で大脳皮質厚，体積が減少しており，双極性障害，う
つ病では前頭，側頭部で特異的な脳機能の変化が見ら
れた。当日は今後の研究計画についても触れる予定で
ある。
講　演
東京工業大学での産業医活動を振り返って
長尾啓一
（東京工業大・保健管理センター／千大）
　2012年 4月から東京工業大学保健管理センターに籍
を置き，産業医として活動してきた。作業環境管理の
一環として，職場巡視と喫煙所調査を行い，直下型地
震への対策，実験安全支援，事務職場の快適性向上，
喫煙所削減に尽力した。作業管理としてはVDT作業
の適正化を，健康管理としては事後措置を担当した。
2年間に遭遇したアクシデント（火災，小爆発）につ
いては直ちに現場巡視を行い，当該者とともに同様事
故の再発防止を図った。
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